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織笠委員 当日意見
コールセンターの対応に関して、人員が揃っていないと感じる部分があった。また急な対応が求められるため仕方のない面もあるが、コール
センターの閉鎖に関してはもっと臨機応変に対応できる部分もあったのではないか。

1-1

松橋委員 当日意見
ホテル業界にとってコロナ禍の状況は死活問題であったため、プレミアム商品券、観光おもてなしクーポンなど直ちに効果が出る取組を迅速
に行ってくれたことは評価したい。

総括評価

織笠委員 当日意見 ワクチン接種に関して、接種会場として旧新八温泉などの施設を有効活用し、迅速に対応していた。 総括評価

織笠委員 事前意見
認知症予防も重要な反面、認知症になった後に起きる問題や、そのための準備なども相談できる体制は重要だと思うので、金融機関などと
連携した情報提供や情報発信をする機会を民間の力も借りて実施してはどうか。

1-5

重委員 事前意見
ふるさと納税のＰＲについて、年末に寄附額が増える傾向にあることから、八戸フェアを10月に開催するのは良いかと思うが、１月の開催は
効果につながりにくいと思われるので、工夫が必要である。

2-3

堤委員 当日意見 コロナ禍に経済を止めない、経済を回していくという市長の想いには心強さを感じたところである。 総括評価

根城委員 当日意見
コロナ禍において、事業者の継続、発展というところに対して、行政が様々な事業に取り組んでおり、こういった取組は継続することも非常に
重要だと思うので、金融団としても一緒に頑張っていければと思う。

総括評価

峯委員 当日意見
補助金や商品券事業など、色々と実施してくれている。今後行う様々な事業に関しても、より事業者や市民にとって活用しやすく、有益となる
事業が実施されることを望む。

総括評価

第5回・第6回市民委員会 意見等集約表

政策１：迅速かつ適切な新型コロナ対策

政策２：八戸圏域の特性を活かした経済活性化
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重委員 事前意見
宅配ボックスについて、住宅への設置補助だけでなく、市役所や公民館など身近な公共施設敷地への「宅配便ロッカー」設置などについて取
り組む必要がある。

3-2

重委員 事前意見
ゼロカーボンオフィス事業について、本事業は公共施設が先導することにより、市内の企業が「自分たちも」ということで地域全体の脱炭素の
トリガーとなる重要な事業である。

3-2

重委員 当日意見
置き配が主流になってくる中で、行政が置き配や再配達を防ぐことに関して取り組むことは、費用負担や脱炭素、配達業者の負担などの観
点、またこういった流れを市民に対して情報発信する意味でも重要である。

3-2

織笠委員 当日意見 宅配ボックスや太陽光パネルの設置の際などに行う補助金申請に関して、手続きが市民にとってわかりやすくなるよう、検討して頂きたい。 3-2

重委員 事前意見
ペーパーレス化・デジタル化により執務室を効率的に活用することができたり、余ったスペースで官民連携事業が実施可能になったりするた
め、公共施設の有効活用の視点からも重要な取組である。

3-3

宮腰委員 当日意見 デジタル化は時代の流れとしてどうしても進めていかなくてはならないものであり、着実に対応しているものと評価している。 総括評価

重委員 当日意見 市の取組を見ると、環境に関する取組が時代の変化に合わせ、考え方を変えながら前進していると感じる。 総括評価

織笠委員 当日意見 夏のスポーツにも目を向け、合宿等の誘致を図ることによって、一流のプレイヤーを見るチャンスを提供していただきたい。 4-3

宮腰委員 当日意見 国際大会などの大きな大会は開催し続けることで、八戸の名が認知されることに繋がるため、開催を継続していくことが重要である。 4-3

松橋委員 当日意見 スケート大会の誘致により地域経済は大きな恩恵を受けている。 総括評価

重委員 当日意見
市が先駆的に取り組んだブックセンターの取組が全国的に評価されてきている。図書館などと施設間で連携していくことにより、文化のまち
づくりがより進むため、今後のさらなる進展を期待する。

総括評価

宮腰委員 当日意見

八戸の中心街は経済的な場から体育館や美術館、ブックセンターなどが立地する文化的な場へと大きく転換していると捉えており、ブックセ
ンターのような施設を人口が減少する前の時期に事業を実施したことは評価できる。しかしながら、こういった転換に対する市民の理解が進
んでいないため、行政として、市全体が大きく変わらなければならない、ということを市民に説明する必要がある。また市がどういう未来を描
いているのかを明確に示すことも重要である。

総括評価

政策３：持続可能なより良い社会の実現

政策４：スポーツ＆文化で地域と経済の活性化
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- - - -

重委員 当日意見
子ども家庭センター事業について、親子ともに支援を必要としている方は年々増加しているため、人的体制・予算共に対応できるよう支援体
制を整えていただきたい。

6-1

宮腰委員 当日意見 こどもの国大型複合遊具設置事業について、年々暑くなっているため、暑さ対策を含め整備を進めてほしい。 6-1

宮腰委員 当日意見
奨学金制度を学生の支援のみに留めるのではなく、移住など異なるジャンルの施策と組み合わせるなどしながら、市の施策を検討していた
だきたい。

6-1

重委員 事前意見

保育士修学資金貸付金事業はＵＩＪターンなど人口減対策として効果的な事業であるが、募集人数に対して貸付者数が少ないように見受け
られることや将来のこどもの減少を見据え、以下の点について制度拡充してはどうか。
　１　市内の保育所等に勤務した場合、他の奨学金の場合でも本奨学金と同様に返済分を肩代わりする。
　２　保育所等を広く定義する。認可外を含めるだけでなく、児童養護施設や子ども食堂などこどもに関連する施設を広く含める。

６-2

重委員 事前意見 教員の多忙解消に向けて、研修日程を夏季・冬季休暇期間に集中的に設定するほか、オンライン受講を導入するなどしてはどうか。 6-2

織笠委員 当日意見
こどもに対する支援はソフト面、ハード面含め手厚くなっていると感じている。その分こどもが集まる場所、機会についてもっと提供してくれ
れば横の繋がりが生まれ良いと考えるため、引き続きこども施策について推進していただきたい。

総括評価

重委員 事前意見
市公式SNSの運用について、登録者数だけではなくインプレッション数を指標として取り入れることで、視聴者のニーズに合ったコンテンツ
作りにつながると考える。

7-1

織笠委員 事前意見 はちのへポイントなどを含めた複数のポイント事業があるため、これらを共通ポイントとすることで、認知度なども上がるのではないか。 7-6

重委員 当日意見
若い方が学校だけでなく、広く地域の方と触れ合う機会が多いほど、長期的に見たときに故郷に戻ろうという想いを醸成する力になるのかと
思う。学生によって、事業所の受け入れの形が変わってくるとは思うが、出来るだけ多くの大人がこどもを見守るということは重要であるた
め、引き続き、こどもたちが大人と触れ合う機会を提供していただきたい。

総括評価

政策５：安心・安全な市民の暮らしを守る

政策６：「子どもファースト事業」の展開

政策７：多様な市民力を地域の活力に
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重委員 当日意見
公共施設の在り方について、廃止や統廃合も視野に入れて検討していく必要があることを認識していることはとても重要である。施設の統
廃合のような市民の負担を伴うものは、説明のタイミングが実施の直前になりがちであり、そうなった場合、市民の納得を得ることは難しい
ため、市民になるべく早く問いかけを行うことが必要である。

8-2

織笠委員 当日意見
固定資産台帳の適切な管理は公会計や施設マネジメントに繋がるという意識を持つことが重要であるため、職員に対する研修会の実施等
により、職員への意識付けを図ることが必要である。

8-2

中村委員 当日意見
公民館サロンの意見が施策に反映されていることが見えてきている。市長自ら市民の生の声を聴き、交流できたことは非常に良いことだった
と思う。

8-4
統括評価

中村委員 当日意見
路線バスの維持には人材が必要であり、民営と市営では福利厚生・賃金体制が異なるため、人材の取り合いになると聞いていたが、公共バ
スの協議会を組織し、取り合いにならないよう人材を調整していることなどを知り、市長の任期全体を通して様々取り組んでいただいたこと
がわかり、良い印象を受けた。

総括評価

宮腰委員 当日意見
ハード事業に関して、近年は建設費の高騰が激しく、予算通り進まない等先が読めない状況の中、これまで着実に事業を進めてきたことは
評価したい。引き続き着実な取組の推進を期待したい。

総括評価

重委員 事前意見
全国の自治体が実施した業務改善の事例を共有する「全国都市改善改革実践事例発表会」などに出場するほか、市で実施する政策提案コ
ンテストに大学・高専グループ部門を新設するなど、若手職員と公務員を目指す学生との交流の場などは組織を活性化することにとって重
要であると考える。

9-2

重委員 当日意見
市町村間で実施している施策の中には類似しているものも多く、参考となることも多い。研修などを通して他自治体とのネットワークを構築
しておくことは、新しい事業を始める際に他自治体の先進事例にアプローチしやすい等のメリットがあり重要な視点である。そのために庁内
でこうした研修に参加し、ネットワークづくりを推進する土壌をつくることが必要である。

9-2

政策９：経営感覚を持った行財政運営

政策８：暮らしやすく人に優しいまちづくり
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